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Plan

ONTAP Selectのインストールと導入のワークフロー

以下のワークフローを使用して、ONTAP Selectクラスタを導入および管理できます。

ONTAP Select
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ONTAP Select の要件と計画上の考慮事項

ONTAP Select 環境の導入を計画する際には、いくつかの一般的な要件を考慮する必要
があります。

KVMに必要なLinuxの知識とスキル

KVMハイパーバイザーを使用したLinuxは、複雑な作業環境です。KVM上にONTAP Selectを導入する前に、
必要な知識とスキルを習得しておく必要があります。

Linuxサーバーディストリビューション

ONTAP Select 導入に使用する特定の Linux ディストリビューションに関する経験が必要です。具体的に
は、以下のタスクを実行できる必要があります：

• Linuxディストリビューションをインストールします

• CLIを使用してシステムを設定する

• ソフトウェアパッケージと依存関係を追加します

Linuxサーバーの準備に関する詳細情報（必要な構成やソフトウェアパッケージを含む）については、"ホスト
構成チェックリスト"を参照してください。現在サポートされているLinuxディストリビューションについて
は、ハイパーバイザーの要件を参照してください。

KVMの導入と管理

仮想化の一般的な概念を理解しておく必要があります。さらに、KVM環境でONTAP Selectをインストール
および管理する際に使用する必要があるLinux CLIコマンドがいくつかあります：

• virt-install

• virsh

• lsblk

• lvs

• vgs

• pvs

ネットワーキングと Open vSwitch の設定

ネットワークの概念とネットワークスイッチの設定について理解しておく必要があります。さらに、Open

vSwitchに関する経験も必要です。KVM環境でONTAP Selectネットワークを設定する際には、次のネット
ワークコマンドを使用する必要があります：

• ovs-vsctl

• ip

• ip link

• systemctl
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クラスタサイズと関連する考慮事項

クラスタサイズに関連して考慮すべき計画上の問題がいくつかあります。

クラスター内のノード数

ONTAP Selectクラスタは、1、2、4、6、8、10、または12個のノードで構成されます。アプリケーション
の要件に基づいて、クラスタのサイズを決定する必要があります。たとえば、エンタープライズ環境での
導入においてHA機能が必要な場合は、マルチノードクラスタを使用する必要があります。

専用型と併設型

アプリケーションのタイプに基づいて、専用モデルまたはコロケーションモデルのどちらの導入方式に従
うかを判断する必要があります。コロケーションモデルは、ワークロードの多様性とより緊密な統合によ
り、より複雑になる可能性があることに注意してください。

ハイパーバイザーホストに関する考慮事項

ハイパーバイザーホストに関連して検討すべき計画上の問題がいくつかあります。

NetApp サポートから指示がない限り、ONTAP Select 仮想マシンの構成を直接変更しないでく
ださい。仮想マシンは、Deploy 管理ユーティリティを通じてのみ構成および変更する必要があ
ります。NetApp サポートの支援なしに Deploy ユーティリティの外部で ONTAP Select 仮想マ
シンを変更すると、仮想マシンに障害が発生し、使用できなくなる可能性があります。

ハイパーバイザーに依存しない

ONTAP SelectとONTAP Select Deploy管理ユーティリティは、どちらもハイパーバイザーに依存しませ
ん。以下のハイパーバイザーは、どちらのシステムでもサポートされています。

• VMware ESXi

• カーネルベース仮想マシン（KVM）

ONTAP Select 9.14.1以降、KVMハイパーバイザーのサポートが復活しました。以前は、KVM

ハイパーバイザー上に新しいクラスタを導入するためのサポートがONTAP Select 9.10.1で削除
され、既存のKVMクラスタとホストの管理（オフラインにする、または削除する場合を除く）
のサポートがONTAP Select 9.11.1で削除されました。

サポートされているプラットフォームに関する追加の詳細については、ハイパーバイザー固有の計画情報およ
び"リリース ノート"を参照してください。

ONTAP Selectノードおよび管理ユーティリティ用のハイパーバイザー

Deploy管理ユーティリティとONTAP Selectノードは、どちらも仮想マシンとして実行されます。Deployユ
ーティリティ用に選択するハイパーバイザーは、ONTAP Selectノード用に選択するハイパーバイザーとは
独立しています。この2つを組み合わせる際には、完全な柔軟性があります：

• VMware ESXi 上で動作するデプロイユーティリティは、VMware ESXi または KVM 上の ONTAP

Select クラスタを作成および管理できます

• KVM上で動作するデプロイユーティリティは、VMware ESXiまたはKVM上のONTAP Selectクラスタを
作成および管理できます
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ホストあたり 1 つ以上の ONTAP Select ノード インスタンス

各ONTAP Selectノードは専用の仮想マシンとして実行されます。同じハイパーバイザーホストに複数のノ
ードを作成できますが、次の制限があります：

• 単一の ONTAP Select クラスタの複数のノードを同じホスト上で実行することはできません。特定の
ホスト上のすべてのノードは、異なる ONTAP Select クラスタのノードである必要があります。

• 外部ストレージを使用する必要があります。

• ソフトウェアRAIDを使用する場合、ホスト上に展開できるONTAP Selectノードは1つだけです。

クラスタ内のノード間のハイパーバイザの整合性

ONTAP Select クラスタ内のすべてのホストは、同じバージョンおよびリリースのハイパーバイザー ソフ
トウェアで実行する必要があります。

各ホスト上の物理ポート数

各ホストは、1つ、2つ、または4つの物理ポートを使用するように構成する必要があります。ネットワーク
ポートの設定にはある程度の柔軟性がありますが、可能な限り以下の推奨事項に従ってください：

• シングルノード クラスタのホストには、物理ポートが2つ必要です。

• マルチノードクラスタ内の各ホストには、4つの物理ポートが必要です

ONTAP SelectとONTAPハードウェアベースクラスタの統合

ONTAP Select ノードを ONTAP ハードウェアベースクラスタに直接追加することはできません。ただし、
オプションで ONTAP Select クラスタとハードウェアベースの ONTAP クラスタの間にクラスタピアリン
グ関係を確立することもできます。

ストレージに関する考慮事項

考慮すべきホストストレージに関連する計画上の問題がいくつかあります。

RAIDタイプ

ESXiで直接接続ストレージ（DAS）を使用する場合、ローカルハードウェアRAIDコントローラまた
はONTAP Selectに付属のソフトウェアRAID機能を使用するかどうかを決定する必要があります。ソフト
ウェアRAIDを使用する場合は、"ストレージとRAIDに関する考慮事項"詳細については、こちらをご覧くだ
さい。

ローカルストレージ

RAIDコントローラで管理されるローカルストレージを使用する場合は、以下を決定する必要があります：

• 1つまたは複数のRAIDグループを使用するかどうか

• 1つまたは複数のLUNを使用するかどうか

外部ストレージ

ONTAP Select vNASソリューションを使用する際は、リモートデータストアの配置場所とアクセス方法を
決定する必要があります。ONTAP Select vNASは以下の構成をサポートしています：

• VMware vSAN

• 汎用外部ストレージアレイ
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必要なストレージの見積もり

ONTAP Selectノードに必要なストレージ容量を判断する必要があります。この情報は、ストレージ容量付
きの購入済みライセンスを取得する際に必要となります。詳細については、ストレージ容量制限を参照し
てください。

ONTAP Selectのストレージ容量は、ONTAP Select仮想マシンに接続されたデータディスクの
合計許容サイズに対応します。

本番環境への導入のライセンス モデル

本番環境に導入する各ONTAP Selectクラスタには、容量階層または容量プールのライセンス モデルを選
択する必要があります。詳細については、_ライセンス_のセクションを参照してください。

認証情報ストアを使用した認証

ONTAP Select Deploy クレデンシャルストアは、アカウント情報を保持するデータベースです。Deploy は、
クラスタの作成と管理の一環として、アカウントクレデンシャルを使用してホスト認証を実行しま
す。ONTAP Select 環境の導入を計画する際には、クレデンシャルストアがどのように使用されるかを理解し
ておく必要があります。

アカウント情報は、Advanced Encryption Standard（AES）暗号化アルゴリズムとSHA-256ハ
ッシュアルゴリズムを使用して、データベースに安全に保管されます。

クレデンシャルのタイプ

以下の種類のクレデンシャルがサポートされています：

• ホスト

*ホスト*クレデンシャルは、ONTAP SelectノードをESXiまたはKVMに直接導入する際に、ハイパーバ
イザーホストを認証するために使用されます。

• vcenter

vcenter クレデンシャルは、ホストがVMware vCenterで管理されている場合に、ONTAP Selectノード
をESXiに導入する際にvCenterサーバーを認証するために使用されます。

アクセス

資格情報ストアは、Deploy を使用して通常の管理タスク（ハイパーバイザーホストの追加など）を実行す
る際に内部的にアクセスされます。認証情報ストアは、Deploy の Web ユーザーインターフェースおよび
CLI から直接管理することもできます。

関連情報

• "ストレージとRAIDに関する考慮事項"

ONTAP Select VMwareハイパーバイザーとハードウェアに関する考慮事項

VMware環境に関連して考慮すべきハードウェア要件や計画上の問題がいくつかありま
す。
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ハイパーバイザーの要件

ONTAP Selectが実行されるハイパーバイザーに関連するいくつかの要件があります。

"ONTAP Selectリリースノート"で、その他の既知の制限事項や制約事項を確認してください。

VMwareライセンス

ONTAP Selectクラスタを導入するには、ONTAP Selectを実行するハイパーバイザーホストに対して、有効
なVMware vSphereライセンスを組織が所有している必要があります。導入環境に適したライセンスを使用し
てください。

ソフトウェアの互換性

KVMおよびESXiハイパーバイザー上にONTAP Selectを導入できます。

KVM

ONTAP Selectは、以下のKVMハイパーバイザーのバージョンをサポートしています：

• Red Hat Enterprise Linux（RHEL）10.1、10.0、9.7、9.6、9.5、9.4、9.2、9.1、9.0、8.8、8.7、お
よび8.6上のKVM

• Rocky Linux 10.1、10.0、9.7、9.6、9.5、9.4、9.3、9.2、9.1、9.0、8.9、8.8、8.7、および8.6上
のKVM

ESXi

ONTAP Selectは、以下のESXiハイパーバイザーバージョンをサポートしています：

• VMware ESXi 9.0

• VMware ESXi 8.0 U3

• VMware ESXi 8.0 U2

• VMware ESXi 8.0 U1（build 21495797）

• VMware ESXi 8.0 GA（ビルド20513097）

NetAppは、VMwareが同じバージョンのサポートを継続する限り、指定されたバージョン
のESXi上でONTAP Selectをサポートします。

ESXi 7.0 GAの提供終了ステータスに達しました。このバージョンのONTAP Selectクラス
タを使用している場合は、 "Interoperability Matrix Tool（IMT）"に従ってサポートされて
いるバージョンにアップグレードする必要があります。

VMware vCenterおよびスタンドアロンのESXiホスト

ESXiハイパーバイザーホストがvCenterサーバーで管理されている場合は、vCenterのクレデンシャルを使用
してホストをDeploy管理ユーティリティに登録する必要があります。ESXiのクレデンシャルを使用してホス
トをスタンドアロンホストとして登録することはできません。
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コアハードウェア要件

ONTAP Selectを導入する物理ハイパーバイザーホストは、いくつかのハードウェア要件を満たす必要があり
ます。最小限のハードウェア要件を満たしていれば、ハイパーバイザーホストには任意のプラットフォームを
選択できます。次のベンダーがサポートされているハードウェアプラットフォームを提供しています：
Cisco、Dell、HP、Fujitsu、Lenovo、Supermicro。

ONTAP Select 9.9.1以降では、Intel Xeon Sandy Bridge以降に基づくCPUモデルのみがサポー
トされます。

詳細については、 Interoperability Matrix Tool、window=_blankを参照してください。

基本的なハードウェア要件

ノードインスタンスの種類やライセンスの種類に関わらず、すべてのプラットフォームに共通するハードウェ
ア要件がいくつかあります。

プロセッサ

サポートされているマイクロプロセッサには、サーバー向けIntel Xeonプロセッサが含まれます。詳細につい
ては、Intel Xeon Processors,window=_blankを参照してください。

Advanced Micro Devices (AMD) プロセッサは ONTAP Select ではサポートされていません。

イーサネット構成

クラスタサイズに基づいて、サポートされているイーサネット構成がいくつかあります。

Cluster size 最小要件 推奨要件

シングルノードクラスタ 2 x 1GbE 2 x 10GbE

2ノードクラスタまた
はMetroCluster SDS

4 x 1GbE または 1 x 10GbE 2 x 10GbE

4ノード、6ノード、8ノー
ド、10ノード、または12

ノードのクラスタ

2 x 10GbE 4 x 10GbE または 2 x 25/40GbE

インスタンスタイプに基づく追加のハードウェア要件

ノードインスタンスタイプに基づいて、いくつかの追加のハードウェア要件があります。

詳細については、"プラットフォーム ライセンスの提供内容を理解する"を参照してください。

ノードサイズ CPUコア メモリ 必要なプラットフォーム
ライセンス製品

小規模 6つ以上の物理コア。う
ち4つはONTAP Select用
に予約されています

24GB以上、うち16GB

はONTAP Select用に予約
スタンダード、プレミア
ム、またはプレミアムXL

中 10個以上の物理コア。う
ち8個はONTAP Select用
に予約

72GB以上、64GB

はONTAP Select用に予約
済み

プレミアムまたはプレミ
アム XL
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ノードサイズ CPUコア メモリ 必要なプラットフォーム
ライセンス製品

大規模 18個以上の物理コア、う
ち16個はONTAP Select用
に予約

136GB以上、うち128GB

はONTAP Select用に予約
プレミアムXL

プラットフォームライセンスに基づく追加のディスク要件があります。詳細については、"スト
レージとRAID"を参照してください。

ONTAP Selectストレージおよび RAIDに関する考慮事項

ONTAP Select ホストストレージに関連して検討すべき計画上の問題がいくつかありま
す。

ESXi および KVM ホストの外部ストレージ サポート情報について説明します。詳細について
は、"VMware ESXi の要件"および"KVMの要件"を参照してください。

ハードウェア RAID コントローラの要件

ONTAP Selectを導入するハイパーバイザーホストのRAIDコントローラは、いくつかの要件を満たす必要があ
ります。

ONTAP Selectを実行するホストでは、ハードウェアRAIDコントローラまたはONTAP Selectに
付属のソフトウェアRAID機能を使用する場合、ローカルの物理ドライブが必要です。ONTAP

Select vNASソリューションを使用して外部ストレージにアクセスする場合、ローカルRAIDコ
ントローラおよびソフトウェアRAID機能は使用されません。

RAIDコントローラの最小要件は次のとおりです。

• 12Gbpsのスループット

• 512MBの内部バッテリ バックアップ式またはフラッシュ（SuperCAP）キャッシュ

• ライトバックモードで設定済み：

◦ フェイルバックモードを「ライトスルー」に設定（サポートされている場合）

◦ 「常に先読み」ポリシーを有効にする（サポートされている場合）

• RAID コントローラの背後にあるすべてのローカルディスクは、単一の RAID グループとして構成する必
要があります。必要に応じて複数の RAID コントローラを使用します：

◦ データ整合性を維持するために不可欠な、RAIDグループのローカルドライブキャッシュを無効にしま
す。

• 次のガイドラインに基づいて LUN 構成を実行します：

◦ RAIDグループのサイズが最大LUNサイズの64TBを超える場合は、RAIDグループ内の使用可能なスト
レージをすべて消費する、同じサイズの複数のLUNを構成します。

◦ RAIDグループのサイズが最大LUNサイズの64TBより小さい場合は、RAIDグループ内の使用可能なス
トレージをすべて消費する1つのLUNを設定します。
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ソフトウェアRAIDの要件

ハイパーバイザーに ONTAP Select クラスタを導入する場合は、ローカルハードウェア RAID コントローラの
代わりに ONTAP Select が提供するソフトウェア RAID 機能を使用できます。ソフトウェア RAID を使用して
クラスタを導入する前に、次の要件と制限事項を確認してください。

一般要件

ソフトウェアRAIDを導入するための環境は、以下の主要要件を満たす必要があります：

• VMware ESXi 8.0 GA（ビルド20513097）以降

• ONTAP Selectプレミアムライセンス以上

• ローカル SSD ドライブのみ

• システムディスクとルートアグリゲートおよびデータアグリゲートの分離

• ホストにハードウェアRAIDコントローラがない

ハードウェアRAIDコントローラが存在する場合は、追加の構成要件について"ストレージの詳
細"のセクションを参照してください。

ESXi固有の要件

• VMware ESXi 8.0 GA（ビルド20513097）以降

• VMware VMotion、HA、およびDRSはサポートされていません

• ONTAP Select 9.4以前からアップグレードされたノードでは、ソフトウェアRAIDを使用できません。こ
の場合は、ソフトウェアRAID展開用に新しいノードを作成する必要があります。

KVM固有の要件

特定のソフトウェア パッケージ構成要件もあります。詳細については、"Linuxサーバの準備"の手順を参照し
てください。

KVMのメディア要件

使用するSSDフラッシュストレージデバイスは、以下の追加要件を満たす必要があります：

• SSDデバイスは、以下の方法により、Linuxホストに対して正確かつ継続的に自身の情報を報告する必
要があります。

◦ # cat /sys/block/<device>/queue/rotational

これらのコマンドで報告される値は「0」でなければなりません。

• デバイスはHBAに接続されているか、場合によってはJBODモードで動作するように構成されたRAID

コントローラに接続されていることが想定されます。RAIDコントローラを使用する場合、デバイス機
能は、RAID機能をオーバーレイせずにホストを通過する必要があります。JBODモードでRAIDコント
ローラを使用する場合は、RAIDドキュメントを確認するか、必要に応じてベンダーに連絡して、デバ
イスが回転速度を「0」として報告していることを確認する必要があります。

• ストレージコンポーネントは2つに分かれています。

◦ 仮想マシンのストレージ
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これは、ONTAP Select仮想マシンをホストするために使用されるシステムデータを含むLVMプ
ール（ストレージプール）です。LVMプールは、高耐久性のフラッシュデバイスによってバックア
ップされている必要があり、SAS、SATA、またはNVMeのいずれかを使用できます。パフォーマン
ス向上のため、NVMeデバイスの使用をお勧めします。

◦ データディスク

これは、データ管理に使用されるSASまたはSATA SSDドライブのセットです。SSDデバイスは、
エンタープライズグレードで耐久性のあるものである必要があります。NVMeインターフェイスは
サポートされていません。

• すべてのデバイスは512BPSでフォーマットする必要があります。

ONTAP Selectノードの構成

システムディスクをルートアグリゲートおよびデータアグリゲートから分離するために、各ONTAP Selectノ
ードとハイパーバイザーホストを次のように設定する必要があります：

• システムストレージプールを作成する ONTAP Select システムデータ用のストレージプールを作成する必
要があります。ONTAP Select ノードの設定の一部として、ストレージプールを接続する必要がありま
す。

• 必要な物理ディスクを接続するハイパーバイザーホストには、必要な SSD ディスクが接続され、ONTAP

Select 仮想マシンで使用できるようになっている必要があります。これらのドライブには、ルートアグリ
ゲートとデータアグリゲートが格納されます。ONTAP Select ノードの設定の一環として、ストレージデ
ィスクを接続する必要があります。

ストレージ容量の制限

ONTAP Select の導入を計画する際には、ストレージの割り当てと使用に関する制限事項を認識しておく必要
があります。

最も重要なストレージの制限事項を以下に示します。詳細については、"Interoperability Matrix Tool"も確認し
てください。

ONTAP Selectでは、ストレージの割り当てと使用に関連するいくつかの制限が適用されま
す。ONTAP Selectクラスタを導入する前、またはライセンスを購入する前に、これらの制限事
項を理解しておく必要があります。詳細については、"ライセンス"セクションを参照してくだ
さい。

物理ストレージ容量を計算する

ONTAP Selectストレージ容量は、ONTAP Select仮想マシンに接続された仮想データディスクとルートディス
クの合計許容サイズに対応します。容量を割り当てる際には、この点を考慮する必要があります。

シングルノード クラスタの最小ストレージ容量

シングルノード クラスタ内のノードに割り当てられるストレージ プールの最小サイズは：

• 評価：500 GB

• 本番環境：1.0 TB

本番環境への導入に必要な最小割り当て容量は、ユーザーデータ用に1TB、さらにさまざまなONTAP Select
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内部プロセスで使用される約266GB（必要なオーバーヘッドとみなされます）です。

マルチノードクラスタの最小ストレージ容量

マルチノード クラスタの各ノードに割り当てられるストレージプールの最小サイズは次のとおりです：

• 評価：1.9 TB

• 本番環境：2.0 TB

本番環境への導入に必要な最小割り当て容量は、ユーザーデータ用に2TB、さらにONTAP Selectの各種内部
プロセスで使用される約266GBで、これは必要なオーバーヘッドとみなされます。

HAペアを構成する各ノードは、同じストレージ容量を備えている必要があります。

HAペアに必要なストレージ容量を見積もる際には、すべてのアグリゲート（ルートとデータ）
がミラーリングされることを考慮する必要があります。その結果、アグリゲート内の各プレッ
クスは同量のストレージを消費します。

たとえば、2TBのアグリゲートが作成されると、2つのplexインスタンスに2TB（plex0に2TB

、plex1に2TB）が割り当てられ、ライセンスされたストレージの合計容量4TBが使用されま
す。

ストレージ容量と複数のストレージプール

ローカルの直接接続ストレージ、VMware vSAN、または外部ストレージアレイを使用する場合、各ONTAP

Selectノードで最大400TBのストレージを使用するように設定できます。ただし、直接接続ストレージまたは
外部ストレージアレイを使用する場合、単一のストレージプールの最大サイズは64TBです。したがって、こ
のような状況で64TBを超えるストレージを使用する予定がある場合は、以下のように複数のストレージプー
ルを割り当てる必要があります：

• クラスタ作成プロセス中に初期ストレージプールを割り当てる

• 1つ以上の追加ストレージプールを割り当てることで、ノードのストレージ容量を増やします

各ストレージプールには2%のバッファが未使用のまま残されるため、容量ライセンスは必要あ
りません。ONTAP Selectは、容量上限を指定しない限り、このストレージを使用しません。容
量上限を指定すると、指定された量が2%のバッファゾーン内に入らない限り、ONTAP Select

はその量のストレージを使用します。バッファは、ストレージプール内のすべてのスペースを
割り当てようとしたときに時々発生するエラーを防ぐために必要です。

ストレージ容量と VMware vSphere

VMware vSANを使用する場合、データストアのサイズは64TBを超えることができます。ただし、ONTAP

Selectクラスタの作成時に最初に割り当てることができるのは最大64TBまでです。クラスタが作成された
後、既存のvSANデータストアから追加のストレージを割り当てることができます。ONTAP Selectで消費可能
なvSANデータストア容量は、VMストレージポリシーセットに基づいています。

ベストプラクティス

ハイパーバイザーコアハードウェアに関する以下の推奨事項を検討してください：

• 単一のONTAP Select アグリゲート内のすべてのドライブは、同じタイプである必要があります。たとえ
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ば、同じアグリゲート内でHDDドライブとSSDドライブを混在させないでください。

プラットフォームライセンスに基づく追加のディスクドライブ要件

選択できるドライブは、プラットフォームのライセンス提供内容によって制限されます。

ディスクドライブの要件は、ローカルRAIDコントローラとドライブを使用する場合、およびソ
フトウェアRAIDを使用する場合に適用されます。これらの要件は、ONTAP Select vNASソリ
ューションを介してアクセスされる外部ストレージには適用されません。

Standard

• 8～60台の内蔵HDD（NL-SAS、SATA、10K SAS）

Premium

• 8～60台の内蔵HDD（NL-SAS、SATA、10K SAS）

• 4～60個の内蔵SSD

プレミアムXL

• 8～60台の内蔵HDD（NL-SAS、SATA、10K SAS）

• 4～60個の内蔵SSD

• 4～14個の内部NVMe

ローカルDASドライブを使用したソフトウェアRAIDは、プレミアムライセンス（SSDのみ）お
よびプレミアムXLライセンス（SSDまたはNVMe）でサポートされています。

ソフトウェアRAIDを使用したNVMeドライブ

ソフトウェアRAIDを設定してNVMe SSDドライブを使用するようにすることができます。ご使用の環境は、
以下の要件を満たしている必要があります：

• サポートされているDeploy管理ユーティリティを使用したONTAP Select

• Premium XLプラットフォームライセンス製品または90日間の評価ライセンス

• VMware ESXi バージョン 8.0 以降

• 仕様1.0以降に準拠したNVMeデバイス

NVMeドライブを使用する前に、手動で設定する必要があります。詳細については、"ホストがNVMeドライブ
を使用するように設定する"を参照してください。

外部ストレージの要件

ONTAP SelectのVMware ESXi外部ストレージ要件

ONTAP Select vNASは、ONTAP Select仮想マシンが実行されるESXiハイパーバイザー
ホストの外部にONTAP Selectデータストアを配置できるソリューションです。これらの
リモートデータストアには、VMware vSANまたは汎用外部ストレージアレイを介してア
クセスできます。
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基本的な要件と制限

ONTAP Select vNASソリューションは、あらゆる規模のONTAP Selectクラスタで使用できます。

ハードウェア、ソフトウェア、機能要件を含む、関連するすべてのストレージコンポーネント
は、"Interoperability Matrix Tool"に記載されている要件に準拠する必要があります。さらに、ONTAP Select

はVMware Storage/SAN互換性に関するドキュメントに記載されているすべての外部ストレージアレイ
（iSCSI、NAS（NFSv3）、ファイバチャネル、Fibre Channel over Ethernetなど）をサポートします。外部
アレイのサポートは、ONTAP Selectでサポートされている ESXi バージョンによって制限されます。

ONTAP Select vNASでクラスタを導入する場合、次のVMware機能がサポートされます。

• VMotion

• 高可用性（HA）

• Distributed Resource Scheduler（DRS）

これらのVMware機能は、シングルノードおよびマルチノードのONTAP Selectクラスタでサポ
ートされています。マルチノードクラスタをデプロイする場合は、同じクラスタの2つ以上のノ
ードが同じハイパーバイザーホスト上で実行されないようにする必要があります。

VMwareの次の機能はサポートされません。

• フォールトトレランス（FT）

• 仮想データストア（VVOL）

設定要件

外部ストレージアレイ（iSCSI、ファイバーチャネル、イーサネット経由のファイバーチャネル）でVMFSデ
ータストアを使用する場合は、ONTAP Selectでストレージを使用するように設定する前に、VMFSストレー
ジプールを作成する必要があります。NFSデータストアを使用する場合は、別途VMFSデータストアを作成す
る必要はありません。すべてのvSANデータストアは、同一のESXiクラスタ内に定義する必要があります。

VMware vSAN上のすべてのデータストアまたは外部ストレージアレイに対して、ホストの構成
時やストレージ追加操作実行時に容量制限を指定する必要があります。指定する容量は、外部
ストレージの許容ストレージ制限の範囲内である必要があります。容量制限を指定しない場
合、またはディスク作成操作中に外部ストレージの空き容量が不足した場合、エラーが発生し
ます。

ベストプラクティス

VMware のドキュメントを確認し、 ESXi ホストに該当するベストプラクティスに従ってください。さらに（
：）

• ONTAP Selectネットワークおよび外部ストレージ（iSCSIまたはNFS使用時のVMware vSANおよび汎用
ストレージアレイのトラフィック）用の専用ネットワークポート、帯域幅、およびvSwitch構成を定義し
ます

• ストレージ使用量を制限するには、容量オプションを設定します（ONTAP Selectは外部vNASデータスト
アの全容量を消費することはできません）

• すべての汎用外部ストレージアレイが、可能な限り利用可能な冗長性とHA機能を使用していることを確
認します

13

https://mysupport.netapp.com/matrix/


ONTAP Select のKVM外部ストレージ要件

外部ストレージアレイを使用して、KVMハイパーバイザー上でONTAP Selectを設定でき
ます。

基本的な要件と制限

ONTAP Selectストレージプールに外部アレイを使用する場合、以下の構成上の制限が適用されます：

• CLVMを使用して論理プールタイプとして定義する必要があります。

• ストレージ容量の上限を指定する必要があります。

• この構成では、FC、Fibre Channel over Ethernet（FCoE）、およびiSCSIプロトコルのみをサポートしま
す。

• この構成では、シンプロビジョニングされたストレージは認識されません。

指定するストレージ容量は、外部ストレージの許容ストレージ容量制限内である必要がありま
す。ディスク作成操作中に容量制限を指定しなかった場合、または外部ストレージの空き容量
が不足した場合にエラーが発生します。

ベストプラクティス

次のベスト プラクティスに従う必要があります：

• ONTAP Select ネットワークと外部ストレージ用の専用ネットワーク ポート、帯域幅、およびvSwitch構
成を定義します

• ストレージ使用量を制限するには、容量オプションを設定します（ONTAP Selectは外部ストレージプー
ルの全容量を消費することはできません）

• すべての外部ストレージアレイが、可能な限り利用可能な冗長性と高可用性（HA）機能を使用している
ことを確認してください。

ONTAP Select のネットワークに関する考慮事項

ONTAP Select を導入する前に、ハイパーバイザー ネットワークを正しく設定する必要
があります。

仮想スイッチオプション

外部ネットワークと内部ネットワーク（マルチノードクラスタのみ）をサポートするために、各ONTAP

Selectホストで仮想スイッチを設定する必要があります。マルチノードクラスタを導入する際には、内部クラ
スタネットワークのネットワーク接続をテストする必要があります。

ハイパーバイザーホストでのvSwitchの設定方法と高速インターフェース機能の詳細について
は、"ネットワークの詳細"セクションを参照してください。

VMXNET3へのアップグレード（ESXiのみ）

ONTAP Select 9.5以降、Deploy 2.10を使用する場合、VMXNET3がVMware ESXi上の新しいクラスタ展開に
含まれるデフォルトのネットワークドライバです。古いONTAP Selectノードをバージョン9.5以降にアップグ
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レードしても、ドライバは自動的にアップグレードされません。

クラスタ MTU

マルチノードクラスタ内のONTAP Selectノードの接続には、別の内部ネットワークが使用されます。通常、
このネットワークのMTUサイズは9000です。ただし、このMTUサイズがONTAP Selectノードを接続するネッ
トワークに対して大きすぎる状況もあります。より小さなフレームに対応するため、内部ネットワーク上
でONTAP Selectが使用するMTUサイズは7500～9000バイトの範囲になります。

MTUサイズは、クラスタ作成ページの「クラスタ詳細」セクションに表示されます。この値は、Deploy管理
ユーティリティによって以下のように決定されます：

1. 初期デフォルト値は9000です。

2. HA ペアのホストとネットワークを追加すると、ネットワーク内のvSwitchesの構成に基づいて、必要に応
じて MTU 値が削減されます。

3. クラスターの最終的なクラスタMTU値は、すべてのHAペアを追加し、クラスタを作成する準備が整った
後に設定されます。

ネットワーク設計に応じて、必要に応じてクラスタMTU値を手動で設定できます。

標準のvSwitchを使用する2つのNICホスト（ESXiのみ）

2つのNIC構成でONTAP Selectのパフォーマンスを向上させるには、2つのポートグループを使用して内部と
外部のネットワーク トラフィックを分離する必要があります。この推奨事項は、以下の特定の構成に適用さ
れます：

• ONTAP Select マルチノードクラスタ

• 2つのNIC（NIC1とNIC2）

• 標準vSwitch

この環境では、次の2つのポートグループを使用してネットワーク トラフィックを設定する必要があります：

ポートグループ1

• 内部ネットワーク（クラスタ、RSM、HA-IC トラフィック）

• NIC1がアクティブです

• NIC2はスタンバイ状態です

ポートグループ2

• 外部ネットワーク（データおよび管理トラフィック）

• NIC1はスタンバイ状態です

• NIC2がアクティブ

2つのNIC導入の詳細については、"ネットワークの詳細"セクションを参照してください。

標準のvSwitchを使用する4つのNICを備えたホスト（ESXiのみ）

4 NIC構成でONTAP Selectのパフォーマンスを向上させるには、4つのポートグループを使用して内部と外部
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のネットワーク トラフィックを分離する必要があります。この推奨事項は、以下の特定の構成に適用され
ます：

• ONTAP Select マルチノードクラスタ

• 4つのNIC（NIC1、NIC2、NIC3、NIC4）

• 標準vSwitch

この環境では、次の4つのポートグループを使用してネットワーク トラフィックを設定する必要があります。

ポートグループ1

• 内部ネットワーク（クラスタ、RSM トラフィック）

• NIC1がアクティブです

• NIC2、NIC3、NIC4はスタンバイ状態

ポートグループ2

• 内部ネットワーク（クラスタ、HA-IC トラフィック）

• NIC3がアクティブです

• NIC1、NIC2、NIC4はスタンバイ状態

ポートグループ3

• 外部ネットワーク（データおよび管理トラフィック）

• NIC2がアクティブです

• NIC1、NIC3、NIC4はスタンバイ状態

ポートグループ4

• 外部ネットワーク（データ トラフィック）

• NIC4がアクティブです

• NIC1、NIC2、NIC3はスタンバイ状態です

4つのNIC導入の詳細については、"ネットワークの詳細"セクションを参照してください。

ネットワーク トラフィック要件

ファイアウォールが正しく設定されていることを確認して、ONTAP Select導入環境のさまざまな参加者間で
ネットワーク トラフィックが流れるようにする必要があります。

参加者

ONTAP Select の導入の一部として、ネットワーク トラフィックを交換する参加者またはエンティティが複数
存在します。これらについて説明し、ネットワーク トラフィック要件の概要説明で使用します。

• ONTAP Select Deploy管理ユーティリティを導入する

• vSphere（ESXiのみ）vSphereサーバまたはESXiホスト（クラスタ導入でのホストの管理方法による）

• ハイパーバイザーサーバ ESXiハイパーバイザホストまたはLinux KVMホスト

• OTSノードONTAP Selectノード
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• OTSクラスタONTAP Selectクラスタ

• Admin WSローカル管理ワークステーション

ネットワーク トラフィック要件の概要

次の表に、ONTAP Select 導入のネットワーク トラフィック要件を示します。

プロトコル / ポート ESXi / KVM 送受信方向 説明

TLS（443） ESXi vCenterサーバー（マネージド）また
はESXi（マネージドまたはアンマネ
ージド）へのデプロイ

VMware VIX API

902 ESXi vCenterサーバー（マネージド）また
はESXi（アンマネージド）へのデプ
ロイ

VMware VIX API

ICMP ESXiまたはKVM ハイパーバイザーサーバへの導入 pingを実行します。

ICMP ESXiまたはKVM 各OTSノードに導入 pingを実行します。

SSH（22） ESXiまたはKVM 各OTSノードへの管理WS 管理

SSH（22） KVM ハイパーバイザーサーバーノードへ
の導入

ハイパーバイザーサーバ
へのアクセス

TLS（443） ESXiまたはKVM OTSノードおよびクラスタに導入す
る

ONTAP へのアクセス

TLS（443） ESXiまたはKVM デプロイする各OTSノード Deploy へのアクセス（容
量プールライセンス）

iSCSI（3260） ESXiまたはKVM デプロイする各OTSノード メディエーター/メールボ
ックスディスク

HAを備えたONTAP Select 2ノードクラスタ

HAを使用した2ノードクラスタの導入には、他のクラスタノード構成で使用されるもの
と同じ計画と構成が必要です。ただし、2ノードクラスタを作成する際に注意すべきいく
つかの違いがあります。

ターゲット環境

2ノードクラスタは1組のHAペアで構成され、リモートオフィスや支店への導入向けに特別に設計されていま
す。

主にリモートオフィスや支店環境向けに設計されていますが、必要に応じて2ノードクラスタを
データセンターに導入することもできます。

ライセンス

VMware vSphereライセンスを使用して2ノードクラスタを導入できます。ただし、VMware ROBO Standard

およびAdvancedライセンスは、リモートオフィスや支店への導入に最適です。

メディエーターサービス

クラスタが2つのノードで構成されている場合、ノードで障害が発生したり通信が失われたりすると、必要な
クォーラムを達成できません。このようなスプリットブレイン状況を解決するために、ONTAP Select Deploy
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ユーティリティのすべてのインスタンスにメディエーターサービスが含まれています。このサービスは、アク
ティブな2ノードクラスタ内の各ノードに接続してHAペアを監視し、障害の管理を支援します。メディエータ
ーサービスは、各2ノードクラスタに関連付けられた専用のiSCSIターゲットでHA状態情報を保持します。

アクティブな2ノードクラスタが1つ以上ある場合、クラスタを管理するONTAP Select Deploy

仮想マシンは、常に稼働している必要があります。ONTAP Select Deploy仮想マシンが停止ま
たは失敗した場合、メディエーターサービスが利用できなくなり、2ノードクラスタのHA機能
が失われます。

クラスタとメディエーターサービスの場所

2ノードクラスタは通常、リモートオフィスまたはブランチオフィスに導入されるため、企業のデータセンタ
ーや管理サポートを提供するONTAP Select Deployユーティリティから離れた場所に配置できます。この構成
では、ONTAP Select Deployユーティリティとクラスタ間の管理トラフィックはWAN経由で流れます。制限
事項と制約事項の詳細については、"リリース ノート"を参照してください。

Deploy構成データをバックアップする

クラスタの作成後を含め、定期的に"ONTAP Select Deploy構成データをバックアップする"することがベスト
プラクティスです。これは、バックアップにメディエーター構成データが含まれるため、2ノードクラスタで
は特に重要になります。

Deployに割り当てられた静的IPアドレス

ONTAP Select Deploy管理ユーティリティに静的IPアドレスを割り当てる必要があります。この要件は、1つ
以上のONTAP Select 2ノードクラスタを管理するすべてのONTAP Select Deployインスタンスに適用されま
す。

ONTAP Selectのリモートオフィスおよびブランチオフィスへの導入

ONTAP Selectは、リモートオフィス/ブランチオフィス（ROBO）環境に導入できま
す。ROBO導入の計画の一環として、目的をサポートする構成を選択する必要がありま
す。

ROBO環境にONTAP Selectを導入する場合、2つの主要な構成を使用できます。

ONTAP Select の導入時には、任意の VMware vSphere ライセンスを使用できます。

ONTAP Select 2ノードクラスタとONTAP HA

ONTAP Select 2ノードクラスタは1組のHAペアで構成され、ROBO展開に最適です。

VMwareサポート付きONTAP Selectシングルノード クラスタ

ROBO環境にONTAP Selectシングルノード クラスタを導入できます。シングルノードにはネイティブなHA機
能はありませんが、ストレージ保護を提供するために、次のいずれかの方法でクラスタを導入できます：

• VMware HAを使用した共有外部ストレージ

• VMware vSAN

vSANを使用する場合は、VMware vSAN ROBOライセンスが必要です。
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ONTAP Select MetroCluster SDS 導入の準備

MetroCluster SDSは、2ノードONTAP Selectクラスタを作成する際の構成オプションで
す。これは、リモートオフィス／ブランチオフィス（ROBO）の導入に似ています。こ
の強化された2ノード構成により、さらに多くのユースケースシナリオが利用可能になり
ます。MetroCluster SDSを導入する準備の一環として、要件と制限事項を認識しておく
必要があります。

MetroCluster SDS を導入する前に、以下の要件が満たされていることを確認してください。

ライセンス

各ノードにはプレミアム以上のONTAP Selectライセンスが必要です。

ハイパーバイザー プラットフォーム

MetroCluster SDSは、ROBO環境の2ノードクラスタでサポートされているものと同じVMware ESXiおよ
びKVMハイパーバイザーに導入できます。

ONTAP Select 9.14.1以降、KVMハイパーバイザーのサポートが復活しました。以前は、KVM

ハイパーバイザー上に新しいクラスタを導入するためのサポートがONTAP Select 9.10.1で削除
され、既存のKVMクラスタとホストの管理（オフラインにする、または削除する場合を除く）
のサポートがONTAP Select 9.11.1で削除されました。

ネットワーク設定

参加サイト間にはレイヤ2接続が必要です。10GbEと1GbEの両方がサポートされており、以下の構成が含ま
れます：

• 1 x 10GbE

• 4 x 1GbE

データ提供ポートと相互接続ポートは、同じ最初のスイッチに接続する必要があります。

ノード間のレイテンシ

2つのノード間のネットワークは、平均遅延5msに加え、周期的な5msのジッタにも対応できる必要がある。
クラスタをデプロイする前に、"ネットワークの詳細"セクションに記載されている手順を使用してネットワー
クをテストする必要があります。

メディエーターサービス

すべての2ノードONTAP Selectクラスタと同様に、Deploy仮想マシンには、ノードを監視し、障害の管理を支
援する別のメディエーターサービスが含まれています。MetroCluster SDSで利用可能な拡張された距離によ
り、ネットワークトポロジー内に3つの異なるサイトが作成されます。メディエーターとノード間のリンクに
おける遅延時間は、往復125ミリ秒以下である必要があります。

ストレージ

直接接続ストレージ（DAS）は、HDDとSSDのどちらのディスクでもサポートされています。また、VMware

環境における外部ストレージアレイやvSANを含むvNASもサポートされています。

MetroCluster SDSを導入する場合、分散型または「拡張型」トポロジーでvSANを使用すること
はできません。
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Deployに割り当てられた静的IPアドレス

Deploy管理ユーティリティには、静的IPアドレスを割り当てる必要があります。この要件は、1つ以上
のONTAP Select 2ノードクラスタを管理するすべてのDeployインスタンスに適用されます。

ESXi上のONTAP Select VMware vCenterサーバ

vCenterサーバーアカウントを定義し、必要な管理権限を含むロールに関連付ける必要が
あります。

また、ONTAP Selectが導入されているESXiハイパーバイザーホストを管理するvCenterサーバ
ーの完全修飾ドメイン名またはIPアドレスも必要です。

管理者権限

ONTAP Select クラスタの作成と管理に必要な最小限の管理者権限を以下に示します。

データストア

• Allocate space

• Browse datastore

• Low level file operations

• Update virtual machine files

• 仮想マシンのメタデータを更新する

ホスト

構成

• ネットワーク設定

• システム管理

ローカル操作

• Create virtual machine

• Delete virtual machine

• Reconfigure virtual machine

Network

• Assign network

仮想マシン

構成

カテゴリ内のすべての権限。

インタラクション

カテゴリ内のすべての権限。
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インベントリ

カテゴリ内のすべての権限。

プロビジョニング

カテゴリ内のすべての権限。

vApp

カテゴリ内のすべての権限。

関連情報

"vCenterでのvSAN ESA向けのVMware vSphereの権限について"

ONTAP Select Deploy

ONTAP Select Deployの一般的な要件と計画

ONTAP Select Deploy管理ユーティリティをインストールする計画の一環として考慮す
べき一般的な要件がいくつかあります。

DeployユーティリティとONTAP Selectクラスタのペアリング

ONTAP SelectクラスタでDeployユーティリティのインスタンスをペアリングする際には、いくつかのオプシ
ョンがあります。

すべての導入シナリオにおいて、単一のONTAP Selectクラスタとクラスタ内のノード
は、Deploy管理ユーティリティの1つのインスタンスでのみ管理できます。クラスタを2つ以上
の異なるDeployユーティリティのインスタンスで管理することはできません。

ONTAP Select クラスタごとに 1 つのユーティリティインスタンス

専用のDeployユーティリティインスタンスを使用して、各ONTAP Selectクラスタを導入および管理できま
す。この1対1の構成では、ユーティリティとクラスタのペアリングが明確に分離されています。この構成で
は、障害ドメインを小さくすることで、高いレベルの分離を実現します。

複数の ONTAP Select クラスタに対応する 1 つのユーティリティインスタンス

単一のDeployユーティリティインスタンスを使用して、組織内の複数のONTAP Selectクラスタを導入および
管理できます。この1対多構成では、すべての処理データと構成データは、同じDeployユーティリティのイン
スタンスによって管理されます。

Deployユーティリティの1つのインスタンスで、最大400のONTAP Selectノードまたは100のク
ラスタを管理できます。

KVM環境に関する要件

KVMハイパーバイザー環境にDeploy管理ユーティリティをインストールする前に、基本的な要件を確認し、
導入の準備をする必要があります。

導入に関する要件と制限事項
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KVM環境にONTAP Select Deployユーティリティをインストールする際に考慮すべき要件と制限がいくつか
あります。

Linux KVMホストサーバのハードウェア要件

Linux KVMハイパーバイザーホストが満たす必要のある最小リソース要件がいくつかあります。ONTAP

Selectを導入するホストが次の基本要件を満たしていることを確認してください：

• Linuxサーバー：

◦ ハードウェアとソフトウェアは64ビットである必要があります。

◦ サーバーは、ONTAP Selectノードに定義されているサポート対象バージョンと同じバージョンに準拠
する必要があります

• 仮想CPU（2）

• 仮想メモリ（4GB）

• ストレージ（40GB）

• 「Dynamic Host Configuration Protocol（DHCP）が有効になっています（静的IPアドレスを割り当てるこ
ともできます）」

ネットワーク接続

Deploy仮想マシンのネットワークインターフェイスが設定されており、管理対象のONTAP Selectホストに接
続できることを確認します。

IPバージョン4のサポート

ONTAP Select DeployはIPバージョン4（IPv4）のみをサポートしています。IPバージョン6（IPv6）はサポー
トされていません。この制限は、ONTAP Selectに次のような影響を与えます：

• Deploy VMの管理LIFにIPv4アドレスを割り当てる必要があります。

• Deploy では、 ONTAP LIF で IPv6 を使用するように設定された ONTAP Select ノードを作成できませ
ん。

必要な構成情報

展開計画の一環として、ONTAP Select Deploy管理ユーティリティをインストールする前に、必要な構成情報
を決定する必要があります。

Deploy VMの名前

VMに使用する名前。

Linux KVMホストの名前

Deploy ユーティリティがインストールされている Linux KVM ホスト。

ストレージプールの名前

VMファイルを格納するストレージプール（約40GBが必要）。

VM のネットワーク

Deploy VMが接続されているネットワーク。
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オプションのネットワーク構成情報

デプロイ用VMは、デフォルトではDHCPを使用して構成されます。ただし、必要に応じて、VMのネットワー
クインターフェースを手動で設定することもできます。

Host name

ホストの名前。

ホストのIPアドレス

静的 IPv4 アドレス。

サブネット マスク

VMが属するネットワークに基づくサブネットワークマスク。

ゲートウェイ

デフォルトゲートウェイまたはルータ。

プライマリ DNS サーバー

プライマリドメインネームサーバ。

セカンダリDNSサーバー

セカンダリドメインネームサーバ。

検索ドメイン

使用する検索ドメイン。

認証情報ストアを使用した認証

ONTAP Select Deploy クレデンシャルストアは、アカウント情報を保持するデータベースです。Deploy は、
クラスタの作成と管理の一環として、アカウントクレデンシャルを使用してホスト認証を実行しま
す。ONTAP Select 環境の導入を計画する際には、クレデンシャルストアがどのように使用されるかを理解し
ておく必要があります。

アカウント情報は、AES暗号化アルゴリズムとSHA-256ハッシュアルゴリズムを使用して、デ
ータベースに安全に保管されます。

クレデンシャルのタイプ

以下の種類のクレデンシャルがサポートされています：

• ONTAP SelectノードをVMware ESXiに直接導入する際に、ハイパーバイザーホストを認証するために使
用されるホスト

• vCenter ホストがVMware vCenterで管理されている場合に、ONTAP SelectノードをESXiに導入する際
のvCenterサーバーの認証に使用されます

アクセス

資格情報ストアは、Deploy を使用して通常の管理タスク（ハイパーバイザーホストの追加など）を実行する
際に内部的にアクセスされます。認証情報ストアは、Deploy の Web ユーザーインターフェースおよび CLI か
ら直接管理することもできます。
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ONTAP Select Deployハイパーバイザーホストに関する考慮事項

ハイパーバイザーホストに関連して検討すべき計画上の問題がいくつかあります。

NetApp サポートから指示がない限り、ONTAP Select 仮想マシンの構成を直接変更しないでく
ださい。仮想マシンは、Deploy 管理ユーティリティを通じてのみ構成および変更する必要があ
ります。NetApp サポートの支援なしに Deploy ユーティリティの外部で ONTAP Select 仮想マ
シンを変更すると、仮想マシンに障害が発生し、使用できなくなる可能性があります。

ハイパーバイザーに依存しない

ONTAP SelectとONTAP Select Deploy管理ユーティリティは、どちらもハイパーバイザーに依存しません。

ONTAP SelectとONTAP Select Deploy管理の両方で、以下のハイパーバイザーがサポートされています：

• VMware ESXi

• カーネルベース仮想マシン（KVM）

サポートされているプラットフォームに関する追加の詳細については、ハイパーバイザー固有
の計画情報および"リリース ノート"を参照してください。

ONTAP Selectノードおよび管理ユーティリティ用のハイパーバイザー

Deploy管理ユーティリティとONTAP Selectノードは、どちらも仮想マシンとして実行されます。Deployユー
ティリティに選択するハイパーバイザーは、ONTAP Selectノードに選択するハイパーバイザーとは独立して
います。この2つを組み合わせる際には、完全な柔軟性があります：

• VMware ESXi 上で動作するデプロイユーティリティは、VMware ESXi または KVM 上の ONTAP Select

クラスタを作成および管理できます

• KVM上で動作するデプロイユーティリティは、VMware ESXiまたはKVM上のONTAP Selectクラスタを作
成および管理できます

ホストあたり 1 つ以上の ONTAP Select ノード インスタンス

各ONTAP Selectノードは専用の仮想マシンとして実行されます。同じハイパーバイザーホストに複数のノー
ドを作成できますが、次の制限があります：

• 単一の ONTAP Select クラスタの複数のノードを同じホスト上で実行することはできません。特定のホス
ト上のすべてのノードは、異なる ONTAP Select クラスタのノードである必要があります。

• 外部ストレージを使用する必要があります。

• ソフトウェアRAIDを使用する場合、ホスト上に展開できるONTAP Selectノードは1つだけです。

クラスタ内のノード間のハイパーバイザの整合性

ONTAP Select クラスタ内のすべてのホストは、同じバージョンおよびリリースのハイパーバイザー ソフトウ
ェアで実行する必要があります。

各ホスト上の物理ポート数

各ホストは、1つ、2つ、または4つの物理ポートを使用するように構成する必要があります。ネットワークポ
ートの設定にはある程度の柔軟性がありますが、可能な限り以下の推奨事項に従ってください：
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• シングルノード クラスタのホストには、物理ポートが2つ必要です。

• マルチノードクラスタ内の各ホストには、4つの物理ポートが必要です

ONTAP Select を ONTAP ハードウェアベースクラスタと統合する

ONTAP Select ノードを ONTAP ハードウェアベースクラスタに直接追加することはできません。ただし、オ
プションで ONTAP Select クラスタとハードウェアベースの ONTAP クラスタの間にクラスタピアリング関係
を確立することもできます。

VMware ハイパーバイザー環境

VMware 環境に ONTAP Select Deploy ユーティリティをインストールする前に考慮すべき、VMware 環境に
固有のいくつかの要件と制限があります。

ESXiホストサーバのハードウェア要件

ESXiハイパーバイザーホストが満たす必要のある最小リソース要件がいくつかあります。ONTAP Selectを導
入するホストが次の基本要件を満たしていることを確認してください：

• ESXiサーバー：

◦ ハードウェアとソフトウェアは64ビットである必要があります

◦ ONTAP Select ノードに定義されているサポート対象バージョンと同じバージョンに従う必要があり
ます

• 仮想CPU（2）

• 仮想メモリ（4 GB）

• ストレージ（40 GB）

• DHCPが有効（静的IPアドレスの割り当ても可能）

ネットワーク接続

ONTAP Select Deploy仮想マシンのネットワークインターフェイスが設定されており、単一の管理IPアドレス
が割り当てられていることを確認する必要があります。DHCPを使用してIPアドレスを動的に割り当てること
も、静的IPアドレスを手動で設定することもできます。

デプロイの決定によっては、デプロイ VM は、管理する vCenter サーバ、ESXi ハイパーバイザーホスト、お
よび ONTAP Select ノードに接続できる必要があります。必要なトラフィックを許可するようにファイアウォ
ールを設定する必要があります。

Deploy は VMware VIX API を使用して、vCenter サーバおよび ESXi ホストと通信します。まず最初に、TCP

ポート 443 で SOAP over SSL を使用して接続を確立します。その後、ポート 902 で SSL を使用して接続が
開かれます。さらに、Deploy は PING コマンドを発行して、指定した IP アドレスに ESXi ホストが存在する
ことを確認します。

Deployは、次のプロトコルを使用してONTAP Selectノードおよびクラスタ管理IPアドレスと通信できる必要
があります。

• PING コマンド（ICMP）

• SSH（ポート22）

• SSL（ポート443）
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IPバージョン4のサポート

ONTAP Select DeployはIPバージョン4（IPv4）のみをサポートしています。IPバージョン6（IPv6）はサポー
トされていません。この制限は、ONTAP Selectに次のような影響を与えます：

• Deploy仮想マシンの管理LIFにIPv4アドレスを割り当てる必要があります。

• Deploy では、 ONTAP LIF で IPv6 を使用するように設定された ONTAP Select ノードを作成できませ
ん。

ONTAP Select Deploy VMware vCenterサーバに関する考慮事項

ESA用のVMware vSphere権限

vCenter で vSAN Express Storage Architecture (ESA) を作成および管理するために必要な、vSphere コンテ
ンツ ライブラリの特定の権限を以下に示します：

• ライブラリアイテムを追加

• ローカルライブラリを作成する

• ライブラリアイテムを削除する

• ローカルライブラリを削除

• ファイルをダウンロード

• ストレージを読み取る

• ファイルを更新

• ライブラリを更新

• ライブラリアイテムを更新する

• ローカルライブラリを更新する

• 設定を表示する

ONTAP Select 導入のベストプラクティスの概要

ONTAP Select 導入を計画する際に考慮すべきベスト プラクティスがあります。

ストレージ

ストレージに関しては、以下のベストプラクティスを検討してください。

オールフラッシュまたは汎用フラッシュアレイ

オールフラッシュVSANまたは汎用フラッシュアレイを使用したONTAP Select仮想NAS（vNAS）の導入で
は、SSD以外のDASストレージを使用したONTAP Selectのベストプラクティスに従う必要があります。

外部ストレージ

次の推奨事項に従う必要があります。

• ONTAP Select ネットワークと外部ストレージ用の専用ネットワーク ポート、帯域幅、およびvSwitch構
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成を定義します

• ストレージ使用量を制限するには、容量オプションを設定します（ONTAP Selectは外部ストレージプー
ルの全容量を消費することはできません）

• すべての外部ストレージアレイで、可能な場合は利用可能な冗長性とHA機能を使用していることを確認
してください

ハイパーバイザーコアハードウェア

単一のONTAP Select アグリゲート内のすべてのドライブは同じタイプである必要があります。たとえ
ば、HDDとSSDのドライブを同じアグリゲート内で混在させないでください。

RAIDコントローラ

サーバRAIDコントローラはライトバックモードで動作するように設定する必要があります。書き込みワーク
ロードのパフォーマンスに問題が発生する場合は、コントローラの設定を確認し、ライトスルーまたはライト
アラウンドが有効になっていないことを確認してください。

物理サーバに、ローカルに接続されたすべてのディスクを管理する単一のRAIDコントローラが含まれている
場合、NetAppでは、サーバOSに個別のLUNを作成し、ONTAP Select用に1つ以上のLUNを作成することを推
奨します。ブートディスクが破損した場合、このベストプラクティスにより、管理者はONTAP Selectに影響
を与えることなくOS LUNを再作成できます。

RAIDコントローラキャッシュは、NVRAMパーティションを対象とするものだけでなく、受信するすべてのブ
ロック変更を保存するために使用されます。したがって、RAIDコントローラを選択する際は、利用可能な最
大のキャッシュを持つものを選択してください。キャッシュが大きいほど、ディスクフラッシュの頻度が減
り、ONTAP Select VM、ハイパーバイザー、およびサーバー上に共存するすべてのコンピューティングVMの
パフォーマンスが向上します。

RAIDグループ

最適なRAIDグループのサイズは8～12台のドライブです。RAIDグループあたりのドライブの最大数は24台で
す。

ONTAP SelectノードあたりでサポートされるNVMeドライブの最大数は14です。

スペア ディスクは必須ではありませんが、推奨されます。NetAppでは、RAIDグループごとに1つのスペアを
使用することも推奨していますが、すべてのRAIDグループに対してグローバル スペアを使用することもでき
ます。たとえば、3つのRAIDグループに対して2つのスペアを使用でき、各RAIDグループは8～12台のドライ
ブで構成されます。

ONTAP Select では、RAIDグループ内のLUN数を増やしてもパフォーマンス上のメリットは得られません。複
数のLUNは、SATA/NL-SAS構成のベストプラクティスに従う場合、またはハイパーバイザーファイルシステ
ムの制限を回避する場合にのみ使用する必要があります。

VMware ESXiホスト

NetAppでは、システム ディスクをホストするデータストアには、ESXi 8.0 以降と NVMe ディスクを使用す
ることを推奨しています。この構成により、NVRAM パーティションに最適なパフォーマンスが提供されま
す。
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ESXi 8.0以降にインストールする場合、ONTAP Selectは、システム ディスクがSSD上にある
かNVMeディスク上にあるかに関係なく、vNVMEeドライバーを使用します。これにより、VM

ハードウェア レベルが13に設定され、ESXi 8.0以降と互換性を持つようになります。

ONTAP Select ネットワークおよび外部ストレージ（iSCSI または NFS を使用する場合の VMware vSAN お
よび汎用ストレージ アレイのトラフィック）用に、専用ネットワーク ポート、帯域幅、および vSwitch 構成
を定義します。

ストレージ使用量を制限するには、容量オプションを設定します（ONTAP Selectは外部vNASデータストアの
全容量を消費することはできません）。

汎用外部ストレージアレイはすべて、可能な限り利用可能な冗長性およびHA機能を使用するようにしてくだ
さい。

VMware Storage vMotion

新しいホストで使用可能な容量は、ONTAP SelectノードでVMware Storage vMotionを使用するかどうかを決
定する際の唯一の要素ではありません。基盤となるストレージタイプ、ホスト構成、およびネットワーク機能
は、元のホストと同じワークロードを維持できる必要があります。

ネットワーク

ネットワーク構築にあたっては、以下のベストプラクティスを考慮する必要があります。

重複するMACアドレス

複数の Deploy インスタンスが重複する MAC アドレスを割り当てる可能性を排除するために、レイヤ 2 ネッ
トワークごとに 1 つの Deploy インスタンスを使用して ONTAP Select クラスタまたはノードを作成または管
理する必要があります。

EMSメッセージ

ONTAP Select 2ノードクラスタでは、ストレージフェイルオーバーが無効になっていることを示すEMSメッ
セージがないか、注意深く監視する必要があります。これらのメッセージは、メディエーターサービスへの接
続が失われたことを示しており、直ちに修正する必要があります。

ノード間のレイテンシ

2つのノード間のネットワークは、平均遅延5msに加え、周期的な5msのジッタにも対応できる必要がある。
クラスタをデプロイする前に、ONTAP Select製品アーキテクチャとベストプラクティスに関する技術レポー
トに記載されている手順を使用してネットワークをテストしてください。

負荷分散

内部と外部の両方のONTAP Selectネットワーク全体でロード バランシングを最適化するには、発信元仮想ポ
ートに基づくルートのロード バランシング ポリシーを使用します。

複数のレイヤ 2 ネットワーク

データトラフィックが複数のレイヤ2ネットワークにまたがり、VLANポートの使用が必要な場合、または複
数のIPspaceを使用している場合は、VGTを使用する必要があります。
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物理スイッチの構成

VMwareは、ESXiホストに接続されているスイッチポートのSTP設定をPortfastにすることを推奨していま
す。スイッチポートでSTPをPortfastに設定しないと、ONTAP Selectのアップリンク障害に対する耐性に影響
する可能性があります。LACPを使用する場合、LACPタイマー設定は高速（1秒）にしてください。ロード バ
ランシング ポリシーは、ポートグループでは「IPハッシュに基づくルーティング」に設定し、LAGでは「送
信元および宛先IPアドレス、TCP/UDPポート、VLAN」に設定する必要があります。

KVM の仮想スイッチ オプション

外部ネットワークと内部ネットワーク（マルチノードクラスタのみ）をサポートするために、各ONTAP

Selectホストで仮想スイッチを設定する必要があります。マルチノードクラスタを導入する際には、内部クラ
スタネットワークのネットワーク接続をテストする必要があります。

ハイパーバイザーホスト上でOpen vSwitchを設定する方法の詳細については、"KVM上のONTAP Select製品
のアーキテクチャとベストプラクティス"テクニカルレポートを参照してください。

HA

高可用性については、以下のベストプラクティスを考慮する必要があります。

バックアップをデプロイする

クラスタの作成後も含め、 Deploy 構成データを定期的にバックアップすることを推奨します。メディエータ
ー構成データがバックアップに含まれるため、 2 ノードクラスタでは特に重要です。

クラスタを作成または導入したら、"ONTAP Select Deploy構成データをバックアップする"する必要がありま
す。

ミラーアグリゲート

ミラーリングされたアグリゲートの存在は、プライマリアグリゲートの最新（RPO 0）コピーを提供するため
に必要ですが、プライマリアグリゲートの空き容量が不足しないように注意してください。プライマリアグリ
ゲートの空きスペースが少ない状態になると、ONTAPがストレージギブバックのベースラインとして使用さ
れる共通のSnapshotコピーを削除する可能性があります。これは、クライアントの書き込みに対応するため
に設計どおりに機能します。ただし、フェイルバック時に共通のSnapshotコピーがない場合、ONTAP Select

ノードはミラーリングされたアグリゲートから完全なベースラインを実行する必要があります。シェアードナ
ッシング環境では、この処理にかなりの時間がかかる場合があります。

NetAppでは、最適なストレージパフォーマンスと可用性を実現するために、ミラーアグリゲー
トに少なくとも20%の空きスペースを維持することを推奨しています。ミラーリングされてい
ないアグリゲートの推奨値は10%ですが、ファイルシステムは追加の10%のスペースを使用し
て増分変更を吸収できます。ONTAPのcopy-on-write Snapshotベースアーキテクチャにより、
増分変更によってミラーアグリゲートのスペース使用率が増加します。これらのベストプラク
ティスに従わないと、パフォーマンスに悪影響を及ぼす可能性があります。ハイアベイラビリ
ティテイクオーバーは、データアグリゲートがミラーアグリゲートとして設定されている場合
にのみサポートされます。

NICアグリゲーション、チーミング、およびフェイルオーバー

ONTAP Selectは2ノードクラスタ用の単一の10Gbリンクをサポートしますが、ONTAP Selectクラスタの内部
ネットワークと外部ネットワークの両方でNICアグリゲーションまたはNICチーミングによるハードウェア冗
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長性を確保することがNetAppのベストプラクティスです。

NICに複数の特定用途向け集積回路（ASIC）が搭載されている場合、内部ネットワークと外部ネットワークの
ネットワーク構成をNICチーミングによって構築する際には、各ASICから1つのネットワークポートを選択し
てください。

NetApp では、ESXi と物理スイッチの両方で LACP モードをアクティブにすることを推奨しています。さら
に、LACP タイマーは、物理スイッチ、ポート、ポート チャネル インターフェイス、および VMNIC では、
高速（1 秒）に設定する必要があります。

LACPで分散型vSwitchを使用する場合、NetAppでは、ポートグループ上のロード バランシング ポリシーをIP

ハッシュに基づいてルーティング、LAG上の送信元および宛先IPアドレス、TCP/UDPポート、およびVLANに
設定することを推奨します。

2ノード伸長HA（MetroCluster SDS）のベストプラクティス

MetroCluster SDS を作成する前に、 ONTAP Deploy 接続性チェッカーを使用して、 2 つのデータセンター間
のネットワーク遅延が許容範囲内であることを確認します。

仮想ゲストタグ付け（VGT）と2ノードクラスタを使用する場合には、さらに注意すべき点があります。2ノ
ードクラスタ構成では、ONTAPが完全に利用可能になる前に、ノード管理IPアドレスを使用してメディエー
ターへの早期接続を確立します。したがって、ノード管理LIF（ポートe0a）にマッピングされたポートグル
ープでは、外部スイッチタグ付け（EST）と仮想スイッチタグ付け（VST）のみがサポートされます。さら
に、管理トラフィックとデータトラフィックの両方が同じポートグループを使用している場合、2ノードクラ
スタ全体でESTとVSTのみがサポートされます。
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